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（参） 予算委員会で岸田総理等に対し質問（参） 予算委員会で岸田総理等に対し質問

　
農
林
水
産
関
係
で
は
、
世
界
の
食
料

需
給
を
巡
る
リ
ス
ク
の
顕
在
化
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
の
成
長

産
業
化
と
農
山
漁
村
の
次
世
代
へ
の
継

承
を
実
現
す
る
た
め
、「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
等
に
基
づ

き
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立
と
農
林
水

産
業
の
持
続
可
能
な
成
長
を
推
進
す
る

た
め
の
予
算
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す

（
予
算
額
等
に
つ
い
て
は
Ｖ
Ｏ
Ｌ.

15
で

既
報
）。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
等
に
起
因
す
る
資
材
価
格
の
高
騰
、

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造

転
換
対
策
、
農
林
水
産
業
従
事
者
の
減

少
・
高
齢
化
、
食
の
安
全
・
安
心
、
農

林
水
産
物
の
適
正
な
価
格
転
嫁
、
輸
出

力
強
化
、
環
境
負
荷
低
減
、
ス
マ
ー
ト

農
林
水
産
業
の
推
進
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
、
水
産
資
源

の
適
切
な
管
理
等
、
農
林
水
産
業
・
農

山
漁
村
を
め
ぐ
る
課
題
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に

向
け
成
立
し
た
予
算
を
効
率
的
・
効
果

的
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
現
行
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
制
定
後
約
20
年
が
経
過
し
、

食
料
の
安
定
供
給
に
関
す
る
施
策
を
は
じ
め
様
々
な
情
勢
の
変
化

を
受
け
、岸
田
総
理
か
ら
農
業
の
構
造
転
換
を
力
強
く
進
め
、食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
案
を
来
年
度
中
に
国
会
に
提
出
す
る

こ
と
を
視
野
に
、
新
た
な
政
策
の
展
開
方
向
を
６
月
を
め
ど
に
取

り
ま
と
め
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
政
府
内
で
の
検
証
作
業
や
党
内

で
の
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。
農
政
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
言
え
る
基
本

法
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
私
も

皆
様
方
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を

踏
ま
え
し
っ
か

り
と
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
歴
史
の
転
換
期
を
前
に
、
我
が
国

が
直
面
す
る
内
外
の
重
要
課
題
に
対

し
て
道
筋
を
つ
け
、
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
の
令
和
５
年
度
予
算
が
成
立

し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
予
算
が
成
立

食・農山漁村・土地改良は未来への礎　食・農山漁村・土地改良は未来への礎　

食料安全保障の
確立と農林水産業の　
　持続可能な成長を推進

（
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岸
田
総
理
等
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（
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物
価
高
克
服
に
向
け
た
追
加
策
が

決
定物

価
高
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
状

況
に
鑑
み
、３
月
22
日
、物
価
・
賃
金
・
生

活
総
合
対
策
本
部
に
お
い
て
、与
党
の
政
策

提
言
等
を
踏
ま
え
た
新
た
な
追
加
策
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
改
良
区
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た

電
力
料
金
高
騰
対
策
は
、昨
年
の
補
正
予

算
で
創
設
さ
れ
た
電
力
料
金
高
騰
分
の

７
割
を
支
援
す
る
同
様
の
対
策
を
９
月

ま
で
実
施
し
ま
す
。ま
た
、
特
別
高
圧
契

約
を
含
め
地
方
自
治
体
へ
の
地
方
交
付

金
を
７
０
０
０
億
円
増
額
し
、農
業
水
利

施
設
の
対
策
を
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に

明
確
に
位
置
付
け
て
全
国
に
行
き
届
く

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
配
合
飼
料
に
つ
い
て
は
緊
急
対
策
を
１

〜
３
月
期
に
拡
大
し
、
４
〜
６
月
期
以
降

に
つ
い
て
は
新
た
な
特
例
措
置
を
創
設
、

酪
農
経
営
に
つ
い
て
は
購
入
粗
飼
料
等
の

コ
ス
ト
上
昇
分
に
対
す
る
補
填
、
小
麦
に

つ
い
て
は
輸
入
小
麦
の
政
府
売
渡
価
格
の

激
変
緩
和
措
置
、国
産
小
麦
の
振
興
、米
粉

へ
の
切
替
え
、
コ
メ
の
消
費
拡
大
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
物
価
高
等
か
ら
国
民
生
活
や

事
業
活
動
を
守
る
た
め
に
、
予
備
費
を
使

用
し
各
般
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
３
月
27
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会

（
集
中
審
議
：
岸
田
内
閣
の
基
本
姿
勢
）

で
、
岸
田
総
理
、
野
村
農
水
大
臣
、

西
村
経
産
大
臣
、
谷
国
土
強
靱
化
担

当
大
臣
等
に
対
し
、
電
気
料
金
高
騰

対
策
を
含
む
物
価
高
克
服
に
向
け
た

追
加
対
策
、
担
い
手
の
確
保
対
策
、

土
地
改
良
の
計
画
的
実
施
の
必
要
性
、

Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
林
業
・
水
産
業

の
役
割
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
成
果
及
び
今
後
な
ど
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。

※予算の概要、質疑、追加策の詳細は、宮崎雅夫公式ＨＰからご覧下さい。

議員に対し答弁される岸田総理



国
会
議
員
は
カ
レ
ー
が
好
き
？

　
議
員
の
皆
さ
ん
は
カ
レ
ー
が

好
き
な
の
か
、
時
間
が
か
か
ら

ず
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
か
ら
な
の

か
、
院
内
や
議
員
会
館
の
各
食

堂
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
カ
レ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り

ま
す
。
ど
こ
の
食
堂
の
カ
レ
ー

も
お
い
し
く
、「
国
会
カ
レ
ー
」

と
銘
打
っ
た
家
庭
的
な
カ
レ
ー

や
か
な
り
凝
っ
た
本
格
的
な
カ

レ
ー
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

国
会
に
来
ら
れ
た
際
は
、
試
し

に
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
食
べ
て

み
ま
せ
ん
か
。
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６
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に
取
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と
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う
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が
あ
り
、
政
府
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で
の
検
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作
業
や
党
内

で
の
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。
農
政
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
言
え
る
基
本

法
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に
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意
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要
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を

踏
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り
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す
。

2/7 栃木県下で土地改良関係者と
意見交換

2/13コンサル関係の各社と意見交換

1/19 母校神戸大学で学生の皆さん
に農業問題等について講演

2/1紀州石神田辺梅林オープニング
セレモニーで挨拶

2/9 埼玉県下で土地改良関係者と
意見交換

1/21 国営川辺川土地改良事業完
工式で祝辞

3/13 徳島県下で土地改良関係者と
意見交換

2/16 奈良県下でスマート農業展示
圃場を視察し意見交換
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宮崎雅夫通信・メルマガ等の申込みは、H P 又は国会事務所まで
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各種の会議等に積極的に参加各種の会議等に積極的に参加

1/24 参議院決算委員会に進藤議員
とともに出席

2/20有明海・八代海再生PTに出席

1/23 日本・カンボジア友好議員連盟
総会に出席

1/27水産総合調査会スマート水産業
勉強会で司会を担当

全国各地に伺い
　皆さんと意見交換
全国各地に伺い
　皆さんと意見交換

玉葱、 和牛、 スパイス等を調合し
た薬膳の香り漂う国会カレー。ア
ホエンオイル（ニンニク風味）をか
けると違った味も堪能できます。 ：
（参）本館２ F議員食堂

議員バッジ風にご飯をかたどっ
た記章カレー。議員会館の定
番。 ： （参）議院会館 B1F 食堂

リーズナブルな国会カレー。野菜
ゴロゴロで、 懐かしい味わいで
す。 ： （参）分館１Ｆ喫茶

たくさんのスパイスを使い、 イ
ンド人シェフ （？）がつくる本格
国会カレー、 お好みで辛さも
調節可能。ターメリックライス
も絶品。 ： （衆）分館１Ｆ喫茶

室内用ポスターを作成しました。
事務所内等に掲示して頂ける方
は国会事務所まで連絡下さい。


